
コロナ禍が⾧期化する中、保育や教育の現場では新たな関わり方への転換
が求められています。参考になるのは、これまでも感染予防などをしながら、
いかに子どもたちの学びを保障するかということを考えてきた、病弱教育では
ないかと考え、ご登壇をお願いしました。
今、解決すべき課題は何か、病弱教育の知見から学びたいと思います。

病弱児教育の知見から学ぶコロナ禍下の教育
――院内学級の子どもたちが教えてくれた大切なこと――
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リー番組「プロフェッショナル仕事の流儀」にも取り上げられる。
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著書『はなれていても、だいじょうぶ 今こそ伝えたい、
院内学級で教員として学んだこと』（学研プラス、2020年）

『あかはなそえじ先生のひとりじゃないよ――ぼくが院内学級の
教師として学んだこと』（学研教育みらい、2015年）


